
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

※負担金10～15％、県費85～90％。

　国庫支出金

　県　債

　その他（ 負担金 ）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

423,400

【一般】

補助街路事業における

電線共同溝整備関連

【地方道路】

『確かな暮らし』を支える地域

防災力向上事業（９月補正分）

直接

測量設計、用地測量

［御代田佐久線　佐久市　小田井南］

［小田井向原線　御代田町　児玉］

道路築造工

［三日町犬ノ窪線　大町市　俵町］

53,000

未達成

54.5%

(H23末)

56.9% 56.1%

合計（A) 830,448

【一般】

調査、設計等
直接 事業認可に必要な調査、設計の実施。

638,736

46.3%

25年度

25年度25年度

25年度 26年度

298,977 199,749

当初予算

0% 19%

【地方特定】（5路線）

防災環境軸（避難路、延焼・家屋倒壊防止施設等）の整備（H23　54.5％→H29　61.8％）

地域の元気臨時交付金を活用した安全・安心な防災を支える都市計画道路の整備（H26末までに、３箇所完成）（９月補正分）

【一般】

平成25年度補助（交付金）街路事業に係る信号機移転等の実施。

平成26年度以降に新規補助（交付金）街路事業を要望する箇所の調査、設計の実施。

Ｈ25

H26

目標

H24末

（実績）

目標 成果

達成状況

47.4%

補助街路事業における信号機移設費

［内環状南線　松本市　鎌田～中条　他1路線］

173,000 148,407 203,400

防災環境軸整備率

（人口集中地区内）

地域防災力向上

事業進捗率

合計 422,000

事業番号 11 07 06

事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名

県単街路費

県単街路費県単街路費

県単街路費

担

当

課

部局 建設部

課・室 都市・まちづくり課

５－２　快適で暮らしやすいまちづくり

　　３　ゆとりある住環境の形成 実施期間 S43 ～

県が関与

する理由

23% 達成

46.7% 46.8%

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（法令等義務）

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

都市計画法第59条第2項

道路法15条

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail

toshi-machi@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

　環状・放射道路ネットワークの構築、通学路や防災環境軸の整備、危険な踏切の解消をはじめとする安全確保、ゆとりある歩行者空間の

構築とまちなか再生を図る。

　用途地域内の都市計画道路の現況整備率は45.3％（Ｈ24.3.31）で、全国最下位の整備率（全国平均65.9％）。 県下主要都市の慢性的

な渋滞。

　また、避難路、防災活動となる防災環境軸（人口集中地区内、幅員15m以上の都市計画道路）の整備率は54.5％（H24.3.31）と『まちなか

の道路の安全度は未だ5割程度』である。

※防災環境軸…災害時の避難路・延焼遮断帯等の機能を有する都市の骨格軸のこと。

直接

事業内容

（単位：千円）　

項目

実施方法

H25事業実績

H25

H26

（当初） （決算） （当初）

【地方特定】

（１）放射・環状道路の整備

（２）防災環境軸の整備

直接

既買収地の工事促進

［三日町犬ノ窪線　大町市　俵町]［東郷土西原線　小

諸市　八幡町］

用地測量、物件調査、用地補償

［他　3箇所］

249,000 257,983 220,000

無電柱化工事に係る補償工事

[中常田新町線　上田市　常田　他2路線］

【一般】

信号機移設費
直接

497,100

補正予算 248,128 -18 52,977

区　　分（単位：千円） 23年度 成果目標の達成状況

項目

都市計画道路整備率

（用途地域内）

達成

前年度繰越 85,220

0

454,000 422,000 423,400

215,336

459,390

24年度

Aの

財源

752,959 674,726

概　算

人件費

5.06 5.70 4.69 7.53

-

531,471 553,210 459,390

-

366,323 313,615 462,498 402,224

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

　引き続き、放射・環状道路の重点的な整備、歩行者・自転車の環境改善、沿道を含めた空間の一体的な整備を図る街路事業を継続する

とともに、安全・安心で楽しく歩いて健康に暮らせる集約型のまちづくりを推進していく。

目標に対

する成果

の状況

・平成25年度末の目標、用途地域内都市計画道路整備率46.7%に対し46.8％となり、目標に達成した。

・交付金を活用し、事業の進捗化を図った。

・人口集中地区内における防災環境軸整備率については、国の予算配分内示が要望額に比し7割と下回ったことから予定していた整備に

影響が生じた。

 概算事業費（B（A）+C）

531,471 553,210 459,390 638,736

- -

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

98,125 84,344 74,998 74,512

366,000 355,000 89,000 162,000

0 0 48,230 0


